
１学年国語科学習指導案 
 

 
１．単元名  こえにだしてよもう 
  教材名  「くじらぐも」 
 
２．単元について 
 （１） 児童について 
    １年生の児童は，国語の学習に意欲的に取り組んでいる。ひらがなの学習を終え，読むこと 

書くことに対しても積極的である。一学期に学習した「おむすびころりん」では，ワークシー 
トを使って場面ごとに重要語句の抜き書きを行い，その語句をもとに登場人物の気持ちを吹き 
出しに書く活動を行った。回数を重ねるごとに，抵抗なく書くようになり場面の様子や登場人 
物の気持ちを想像できるようになってきた。まとめの段階では，１年生が１人であり，役割読 
みや動作化等の活動が狭められてしまうためＴ２が入り，自分が書いた吹き出しを入れながら 
音読をしたり，動作化をしながら役割読みをしたりとリズムに合わせて楽しんで活動した。 
 

（２） 教材について 
第１・２学年の「Ｃ読むこと」における目標は，「書かれている事柄の順序や場面の様子など 

   に気づきながら読むことができるようにするとともに，楽しんで読書しようとする態度を育て

る。」である。これを受けて，本単元では「登場人物の様子などを想像したり，声に出して読ん

だりして，物語を楽しむ。」を主目標とする。 
    本教材は，児童と同じ１年生が主人公である。体育の授業時間という現実の世界と雲に飛び乗

って空を飛ぶという空想が入り交じっており，読んでいるうちに空想の世界に入り込み，作中の

子ども達と共に大空の旅を楽しむことができる。 
この作品は，起承転結がしっかりしていて，ストーリーは時間的経過に沿って進められていて

分かりやすく，場面の展開がダイナミックで，動きのある作品である。また繰り返しが多く真似

のおもしろさが強調されている。そのうえ，物語の中では子ども達の日常会話がそのまま取り入

れられ親しみやすく，読むことの楽しさを味わえる教材である。 
 
（３）指導にあたって 
   本教材を指導するにあたっては，音読を中心に学習を進めていく。読み取ってイメージしたこ

とを音読により表現させていきたい。音読は，教師との役割読み，書き加え読み，動作化を加え

て読むなどさまざまな形式で行う。また，動作化のための場を工夫したり，ワークシートを工夫

することで児童が主体的に取り組み，場面の様子や人物の気持ちを生き生きと想像していけるよ

うにしていきたい。ワークシートは，場面ごとに取り上げていきたい語句の抜き書きや，吹き出

しへの書き込みを中心に行う。吹き出しは，教師からも提示することによって少しでも深められ

るようにしていきたい。 
  一人学びでは，自力で進められるようにヒントカードを用意すると共に，Ｔ２が入り，つまず

いた時の支援や役割読みや動作化の際の相手を行う。 
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（４） 仮説にかかわって 
  ① 重要語句を明らかにし，確かに読み取るための発問，指導の手立て。 

・ 場を設定し，１ねん２くみの子どもたちの動きを動作化させることによって，語句の意味

を理解したり，場面の様子を想像したりするための手立てとする。 
・ 繰り返し出てくる文型や，～もという叙述に着目させるための発問をして，場面の様子を

豊かに想像させる。 
② 重要語句に着目した読み取る力を身につけられるような支援。 
・ ヒントカードを用意し，間接指導の際にも進められるようにする。 
・ 児童が学習の進め方を理解してすすめられるように，学習の進め方を学習シートに明記 
する。 

     
３．指導目標 
 ○関心・意欲・態度 
  ・ 場面の様子を想像しながら読んだり，音読や動作化などを工夫したりして，お話を楽しもうと

している。 
○読む力 
 ・ 体操の時間や雲の上の様子などについて，想像を広げながら読むことができる。 
 ・ 語や文としてのまとまりや内容，呼びかける声の大きさなどを考えて，声に出して読むことが

できる。 
○言語の力 
・ 片仮名を正しく読んだり書いたりできると同時に、語句の意味を正しくとらえて使うこ   

とができる。 
 
４．指導計画（１０時間扱い，本時６時間目） 

具体の評価規準 努力を要する子への支援  
主な学習活動 評価規準 

   Ａ    Ｂ    Ｃ 
１全文を通読

し，くじらぐも

のあらすじをつ

かむ。 

（読）挿絵をもと

に，順番に物語の

あらすじをつか

むことができる。

挿絵を並べ替え

「いつ」「どこで」

「だれが」「なにを

した」話かを話す

ことができる。 

挿絵を並べ替

え，挿絵を見なが

ら「いつ」「どこ

で」「だれが」「な

にをした」ところ

かを話すことが

できる。 

あらすじをつ

かむことができ

ない場合には，教

科書を見ながら

挿絵を並べ，確か

めさせる。 

第
一
次 
つ
か
む
（
２
） 

２お話の中で好

きな場面やおも

しろいところを

見つけて発表す

る。 

（読）作品のおも

しろさに気づき，

好きな場面やお

もしろいところ

を話すことがで

きる。 
 

登場人物の様子

やお話の中の語句

に着目し，理由を

つけて話すことが

できる。 

登場人物の様

子やお話の中の

語句に着目して

話すことができ

る。 

見つけられな

い場合には，挿絵

の中から好きな

場面やおもしろ

いところを見つ

けさせる。 
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３くじらぐもと

１ねん２くみの

子どもたちとの

出会いの場面の

様子を読み取る。 

（読）～もに着目

し，くじらぐもが

子どもたちのま

ねをしている様

子を読み取り，工

夫して動作化す

ることができる。

～もに着目し，

くじらがまねをす

る様子を動作化す

ることができる。

また，くじらの子

どもたちへの気持

ちを２つの吹き出

しに書き，書き加

え読みができる。

～もに着目し，

くじらがまねをす

る様子を動作化す

ることができる。

また，くじらの子

どもたちへの気持

ちを吹き出しに書

くことができる。 

くじらぐもがま

ねをしている様子

を動作化できない

ときは，～もの使

い方を確認し，子

どもの動作をやっ

てみせ，まねをさ

せる。 
吹き出しは，場

を設定し，動作化

させる中で考えさ

せる。 
４お話をする，く

じらぐもと１ね

ん２くみの子ど

もたちの様子を

読み取る。 

（読）～もに着目

し，くじらぐもが

子どもたちのま

ねをしている様

子を読み取り，工

夫して音読する

ことができる。 

～もに着目し，

子どもたちとくじ

らぐもに分かれ，

速さや間，声の大

きさに気をつけて

役割読みをするこ

とができる。また，

くじらぐもと子ど

もたちの会話を考

えて吹き出しに書

き，書き加え読み

ができる。 

 ～もに着目し，

子どもたちとくじ 
らぐもに分かれ

て，声の大きさに

気をつけて役割読

みをすることがで

きる。また，くじ

らが子どもたちに

話しかけたことを

考えて吹き出しに

書くことができ

る。 

役割読みができ

ない場合は，～も

の使い方を確認

し，誰が話したこ

とか確かめてから

読ませる。 
吹き出しは，前

に進もうとするく

じらぐもと，それ

を追いかける子ど

もたちの挿絵を使

い，考えさせる。

 

第
二
次 

ま
な
ぶ 

（
５
） 

５ジャンプする

１ねん２くみの

みんなと，応援す

るくじらぐもの

様子を読み取る。 

（読）くじらに飛

び乗ろうとする

子どもたちと，応

援するくじらぐ

もの様子を読み

取り，工夫して音

読や動作化をす

ることができる。

三十センチ，五

十センチの語句か

ら子どもたちの様

子を動作化し，速

さや間，声の大き

さに気をつけて役

割読みをすること

ができる。また，

くじらぐもに乗ろ

うとする子どもた

ちの気持ちと，子

どもたちを応援す

るくじらぐもの気

持ちを吹き出しに

書き，書き加え読

みができる。 
 
 
 
 

三十センチ，五

十センチの語句か

ら子どもたちの様

子を動作化し，声

の大きさに気をつ

けて役割読みをす

ることができる。

また，くじらぐも

にとび乗ろうとす

る子どもたちの気

持ちを吹き出しに

書くことができ

る。 

動作化，役割読

みができない場合

は，挿絵の子ども

たちの動きと誰が

話したことかを確

認する。 
吹き出しは，場

を設定し，動作化

させる中で考えさ

せる。 
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６あおい空の中

をすすむ，１ねん

２くみのみんな

とくじらぐもの

様子を読み取る。

（本時） 
 

(読 )あおい空の
中をすすむ，１ね

ん２くみのみん

なとくじらぐも

の様子を読み取

り，話したことを

考えて音読する

ことができる。 
 

うみのほうへ，

むらのほうへ，ま

ちのほうへ。とい

う語句から，くじ

らぐもに乗った

子どもたちが空

から見た物や感

じたことを想像

し，３つの吹き出

しに書き，書き加

え読みができる。

うみのほうへ，

むらのほうへ，ま

ちのほうへ。とい

う語句から，くじ

らぐもに乗った

子どもたちが空

から見た物を想

像して２つの吹

き出しに書き，書

き加え読みがで

きる。 

子どもたちと，

くじらぐもが話

したことを想像

できない場合は，

挿絵を見ながら

空から見たもの

を考え，吹き出し

に書く。 
 
 
 
 

７お別れをする

１ねん２くみの

みんなとくじら

ぐもの様子を読

み取る。 
 

（読）お別れをす

る１ねん２くみ

のみんなとくじ

らぐもの様子を

読み取り工夫し

て音読すること

ができる。 

お別れをする

ときのくじらぐ

もと子供たちの

会話を想像し，速

さや間，声の大き

さに気をつけて

書き加え読みを

することができ

る。 

お別れをする

ときのくじらぐ

もと子供たちの

会話を想像し，声

の大きさに気を

つけて書き加え

読みをすること

ができる。 

会話が想像で

きない場合には，

動作化しながら，

「さようなら」に

続く言葉を考え

させる。 

８お話をふり返

り，くじらぐもに

手紙を書く。 
 

(書 )くじらぐも
への手紙に自分

が感じたことを

書くことができ

る。 

楽しかったこ

とやお礼，お願

い，話したいこと

など，複数の視点

から考えて話し

かける言葉で書

いている。 

おもしろかっ

たこと，楽しかっ

たことなどを話

しかける言葉で

書いている。 

 質問だけにな

ってしまう児童

には，「自分がど

う思うか。」を考

えさせる。 

９お話したい雲

を探して，カード

に書く。 
 

第
三
次 

い
か
す
（
３
） １０カードを見

せながら，雲とお

話したいことを

発表する。 

(書 )雲に話しか
ける言葉で，自分

が感じたことを

書くことができ

る。 

 見つけた雲の

形を絵にかき，雲

と話したことを

書いたり，雲の応

答を書いたりし

ている。 

 見つけた雲の

形を絵にかき，雲

と話したことを

書いている。 

 話したい内容

が見つからない

児童には，くじら

ぐもと似た雲を

見つけさせ，聞い

てみたいことや

言いたいことを

口頭で言わせた

後，吹き出しをつ

けて書かせる。 
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５．本時の展開 
 （１）目標 
    あおい空の中をすすむ，１ねん２くみのみんなとくじらぐもの様子を読み取ることができる。 
 
 （２）評価規準 
   ○ あおい空の中をすすむ，１ねん２くみのみんなとくじらぐもの様子に興味をもって読もう

としている。（関心・意欲・態度） 
    ○ あおい空の中をすすむ，１ねん２くみのみんなとくじらぐもの様子を読み取り，話したこ

とを考えて音読することができる。  （読む力） 
   
（３） 仮説にかかわって 
① 重要語句を明らかにし，確かに読み取るための発問，指導の手立て。 
・ 「うみのほうへ」「むらのほうへ」「まちのほうへ」を深める発問をすることで，くじらぐ

もと子どもたちが，いろいろな場所へ行ったことに気づかせ，雲の上での会話を考えるた

めの手立てとする。 
・ くじらぐもにのっているような場を設定し，自分が考えた吹き出しを話すことによって，

青い空の中を元気に進む子どもたちやくじらぐもの様子や気持ちを想像するための手立

てとする。 
②  重要語句に着目した読み取る力を身につけられるような支援。 
・ 吹き出しに子どもたちやくじらぐもの会話を書くための手がかりとなるようなヒントカー

ドを用意し，間接指導の際にも進められるようにする。 
・ 児童が学習の進め方を理解して進められるように，学習の進め方を学習シートに明記する。 
・ ヒントカードを使っても自力で学習が進められなかった場合は，Ｔ２が支援を行う。 
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（４） 展開 
                 １年生 
留意点 □支援 ◎評価 ●重要語句 学習活動 

形態

（時間）

・くじらぐもに飛び乗った場面であっ

たことを挿絵を使って確認する。 
１ 前時の想起をする。 
 
２ 本時の学習課題をつかむ。 
みんなはくじらぐもにのって，どんなおは 
なしをしたか，かんがえてよみましょう。 
  

 つ 
 か 
 む 
 
 
５分

 
  

ま 
 
 な 
 
 ぶ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
●うみのほうへ 
●むらのほうへ 
●まちのほうへ 
・早く終わったら，視写ノートを出し

て，本時学習場面を視写させる。 
 
 
 
 
□吹き出しに書くことができない場合

は，ヒントカードを用意し，教師が

考えた吹き出しを参考にさせる。 
 
 
 
□教師が書いた吹き出しも用意してお

き，深められるようにする。 
◎あおい空の中を進むくじらぐもと子

どもたちの様子を読み取り，お話し

たことを想像することができるか。

（シート） 
    

  

３ 学習内容を読み取る。 
○ Ｔ２と一緒に本時，学習内容を音読する。 
○ くじらぐもと子どもたちがすすんでいっ

たところを見つけてサイドラインを引く。 
 
○ サイドラインを引いたところをもとに，ワ

ークシートに書きこみをする。 
○ 教師と一緒に，くじらぐもと子どもたち

が，いろいろな場所へげんきいっぱいすすん

でいったことを確認する。 
 
○ くじらぐもにのった子どもたちが，会話し

たことを考え，ワークシートの吹き出しに書

く。 
 
 
 
 
 
○ どんな会話をしたかを教師と話し合う。 
 
 
 
 
○ Ｔ２と一緒にくじらぐもの上に乗り，書き

加え読みの練習をする。 

 
 
３０分

 
・２年生を相手に音読する。 
◎場面の様子に合った読み方で，音読

することができているか。 
（音読） 

 
・２年生と学習の感想を交流する。 
 

４ 本時の学習をまとめる。 
 ○ 吹き出しをつけたしながら，音読する。 
・大きな船が見えるよ。すごいね。 
・高くて気持ちいいね。 
５ 今日の学習の感想を書き，次時の学習内容を 
 確認する。 

 
 い 
 か 
 す 
 
１０分
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（５）具体の評価規準と努力を要する子への支援 

   関心・意欲・態度      読む力 
 十分満足な子  くじらぐもに乗って旅をする

子ども達の様子をいろいろと想

像して，読み方を工夫したり動作

化したりしようとしている。 
 

うみのほうへ，むらのほうへ，ま

ちのほうへ。という語句から，くじ

らぐもに乗った子どもたちが空から

見た物や感じたことをを想像し，３

つの吹き出しに書き，書き加え読み

ができる。 
 概ね満足な子 くじらぐもに乗って旅をする

子ども達の様子をいろいろ想像

して楽しみ，工夫して音読しよう

としている。 

うみのほうへ，むらのほうへ，ま

ちのほうへ。という語句から，くじ

らぐもに乗った子どもたちが空から

見た物を想像して２つの吹き出しに

書き，書き加え読みができる。 
 努力を要する子への支援 くじらぐもに乗って旅をする

楽しい場面であることを確かめ，

関心をもたせるようにする。 

子どもたちと，くじらぐもが話し

たことを想像できない場合は，挿絵

を見ながら空から見たものを考え，

吹き出しに書く。 
 
 

 
 
（６）板書計画 

 
 
 
 
 

く
じ
ら
ぐ
も 
 
 
 
 
 
 
 

な
か
が
わ 

り
え
こ 

さ
く 

     
 

         
 

 

    
 

 

    
 

 

  

 

み
ん
な
は
く
じ
ら
ぐ
も
に
の
っ
て
、
ど
ん
な
お
は
な
し
を
し
た
か
、
か

ん
が
え
て
よ
み
ま
し
ょ
う
。 

あおい空をすすむ子どもた

ちとくじらぐもの挿絵 

う
み
の
ほ
う
へ 

   

 
 

む
ら
の
ほ
う
へ 

ま
ち
の
ほ
う
へ 

          空から見えるけしきの挿絵 
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